
資
料
翻
刻

凡
例

１
．
資
料
は
全
て
辻
村
伊
助
発
で
あ
る
（
武
田
久
吉
宛
１
０
６
８
の
み
近
藤
茂
吉
と
の
連
名
）。

２
．
宛
先
ご
と
に
通
番
を
付
し
た
が
、
武
田
久
吉
宛
の
み
所
蔵
先
の
横
浜
開
港
資
料
館
で
の
資
料
番
号

（
武
田
家
旧
蔵
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
関
係
資
料
）
に
拠
っ
た
。

３
．
本
冊
子
で
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
に
は
★
を
付
し
た
。

４
．
翻
刻
に
あ
た
り
、
常
用
漢
字
等
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

５
．
行
替
等
は
原
則
と
し
て
原
資
料
に
拠
っ
た
。

６
．
□
は
判
読
困
難
を
示
す
。

７
．
翻
刻
は
、
小
田
原
市
立
図
書
館
学
芸
員
の
鈴
木
一
史
及
び
同
館
の
星
野
和
子
が
行
っ
た
。

松
井
秀
三
郎
宛
（
個
人
蔵
・
小
田
原
市
立
図
書
館
寄
託
）

１

明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
一
月
一
六
日

★

時
々
水
彩
画
の

画
は
が
き
を
御
送
り

下
さ
い
。

僕
も
写
真
を

送
り
ま
す
。

こ
れ

か
ら

ま
た
画
は
が
き

交
換
を

い
た
し
ま

し
ょ
う

こ
れ
は
昨
年
夏

撮
影
し
た

小
田
原
の
海
岸
で
す
。

い
つ
も
小
田
原
の

ば
か
り
で

あ
き
た
で
し
ょ
う

が
次
に
は

他
の
を
あ
げ
ま
す

２

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
九
月
一
二
日

★

昨
日
は
種
々

御
馳
走
に
な
り
ま
し
て

誠
に
あ
り
か
た
う

御
別
れ
し
て
か
ら

午
後
十
二
時
頃
に
無
事

着
郷
し
ま
し
た

上
京
の
日
は
十
六
日
頃
で
す
か

い
つ
れ
そ
の
中
に

御
し
ら
せ
致
し

ま
す

先
づ
は
御
礼
ま
で

３

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
七
月

★

表
面

赤
城
の
中
腹
に
古
き
友
を
思
ふ

こ
ゝ
は
三
の
輪
の
寒
村
で
、
見
下
ろ
す

西
南
の
空
が
君
が
住
む
都
の
辺
り

で
あ
ろ
う

裏
面

百
合
を
う
つ

時
雨
を
浴
び
て

只
で
と
う

夢
見
る
ご
と
く

夏
山
を
ゆ
く

４

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
六
月
二
七
日

★

例
の
如
く
赤
城
山
に
来
り
候

静
か
な
湖
の
岸
に
、
そ
の
湖
の
如
き
静
か
な

幾
日
を
送
る
つ
も
り
に
御
座
候
毎
日
の
霧

雨
の
中
に
興
深
く
覚
え
候

二
十
七
日

赤
城
山
に
て辻

村
伊
助



５

（
年
月
不
明
）
一
三
日

は
が
き
を
あ
り
が
た
う

七
日
か
ら
二
高
山
岳
会
で
仙
台
に

招
ば
れ
て
曽
祢
に
会
っ
て
来
た

帰
り
の
汽
車
の
中
か
ら

レ
ウ
マ
チ
ス
で
困
っ
て
ま
だ

起
き
る
事
が
出
来
な
い

脊
骨
と
腰
が
痛
ん
で
閉
口
し
て
ゐ
る

同
窓
会

に
も
出
た
い
が
と
て
も
動
け

な
い
で
困
る
、
曽
祢
は

元
気
だ

今
度
君
と
一

所
に
小
田
原
に
来
る
と
云
っ
て

ゐ
た

久
し
く
逢
は
な
い
か
ら

早
く
三
人
で
そ
ろ
い
た
い
、伊

助

辻
村
芳
子
宛
（
個
人
蔵
）

１

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
六
月
四
日

★

先
日
は
御
は
が
き
を
あ
り
が
と
う
存
じ
ま
し
た

御
壮

健
で
何
よ
り
う
れ
し
く
思
っ
て
居
り
ま
す

私
の
方
は
一
つ
〱
試
験
が
減
っ
て
行
く
の
が
う
れ
し

く
て

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん

卒
業
論
文
も
大
部

分
終
わ
り
ま
し
た

此
の
七
日
の
化
学
原
論
が
す
む
と

あ
と
は
ず
っ
と
楽
に
な
り
ま
す

早
く
赤
ち
ゃ
ん
を

だ
い
て
見
た
い
も
の
で
す

六
月
四
日
記

三
軒
茶
屋

辻
村
伊
助

武
田
久
吉
宛
（
横
浜
開
港
資
料
館
蔵
）

１
０
５
２

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一
二
月
二
四
日

（P
a
ris

発
）

昨
日
は
失
礼
、
滞
在
中
者
い
ろ
〱

御
面
倒
ば
か
り
か
け
て
す
み
ま
せ
ん

で
し
た

ど
う
も
有
り
難
う
御
座
い

ま
す
、

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
で
見
た
あ
の
月
夜
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
！

明
日
か
ら
ま
た
新
し
い
都
の
見
物
、

言
葉
の
通
じ
な
い
の
が
も
の
た
ら
な
く
て

困
り
ま
す
、

二
十
四
日
夕

辻
村
伊
助

１
０
５
３

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
四
月
二
日

（
ナ
ポ
リ
発
）

伊
太
利
の
旅
は
暖
か
く
て
呑
気
で
す
が
す
べ
て

の
人
間
が
乞
食
み
た
い
で
余
り
い
ゝ
気
持
ち
は

し
ま
せ
ん

僕
は
五
月
十
日
頃
に
ロ
ン
ド
に
行
き

ま
す
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
若
し
手
紙
で
も
来
た

ら
ば
御
手
元
に
置
い
て
下
さ
い
ま
し
、

近
藤
君
も
も
う
ロ
ン
ド
ン
着
の
事
と
思
ひ

ま
す
が
事
に
よ
る
と
僕
は
逢
へ
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
、

四
月
二
日

ナ
ポ
リ
よ
り

辻
村
伊
助

１
０
５
４

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
一
二
日

（E
d
in
b
u
rg
h

発
）

モ
ー
ち
ゃ
ん
説
明
．
．
の
幻
燈
画
を
排
列
す
る
為

め
一
日
遅
れ
て
十
一
日
午
後
六
時
当
地
に
着

仕
り
候
今
日
は
雨
、
明
日
は
先
づ
手
初
め
に

ア
バ
デ
ィ
ー
ン
に
ゆ
く
筈
、
長
き
旅
を
先
に
し
て

ト
ロ
サ
ッ
ク
ス
の
方
は

ノ
ル
ウ
ェ
イ
行
の
船
の
都

合
に
て
時
日
を
定
め
る
つ
も
り
に
付
、

方
々
に
よ
り
通
信
い
た
し
申
す
べ
く
候
。
御
手

紙
は
当
ホ
テ
ル
留
置
き
に
願
ひ
あ
げ
度
く

存
じ
、
午
後
は
植
物
園
に
ゆ
く
つ
も
り
、

い
ず
れ
ま
た
、

本
日
入
浴
い
た
し
候
間

御
安
心
下
さ
れ
度
く
候

梓

１
０
５
５

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
一
五
日

（B
ra
em
a
r

発
）
★

仰
せ
の
通
り
カ
ー
ラ
ー
タ
ー
ま
で
馬
車

そ
れ

よ
り
登
り
候
天
気
申
し
分
な
し

雪
の

少
な
い
の
が
何
よ
り
も
残
念
、

ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
山
ら
し
く
な
く
て
や
ゝ

失
望

帰
り
は
は
か
ら
ず
も
大
兄
と
全
く
同
一
の

地
点
に
い
で

つ
い
で
に
滝
（
？
）
を
見

て
戻
り
候
、
明
は
峠
ご
し
に
ア
ヴ
ェ
モ
ア
に

六
月
十
五
日
夕
方

梓

１
０
５
６

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
一
五
日

（B
ra
em
a
r

発
）
★

昨
日
午
後
小
雨
の
中
を
モ
ー
ロ
ン
ヒ
ル

に
登
り
て
、
デ
ィ
ー
川
を
見
下
ろ
し
て

ハ
イ
ラ
ン
ド
の
景
色
は
登
山
の
目
的
で
な
く

単
に
ぶ
ら
〱
歩
き
の
為
め
に
適
す
と

存
ぜ
ら
れ
、
雪
が
ち
っ
と
も
見
え
ず
し
て

少
し
心
細
く
候



１
０
５
７

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
一
八
日

（B
ra
em
a
r

発
）
★

夕
方
に
な
る
と
興
が
湧
く
が

日
中
は
つ
ま
ら
な
く
っ
て
い
け
な
い

や
っ
ぱ
り
氷
や
雪
で
ぎ
ざ
〱
に

つ
っ
た
っ
た
山
で
な
く
ち
ゃ
恐
ろ
し

気
が
無
い
か
ら
物
足
り
な
い
や

最
高
峯
の
ベ
ン
・
ネ
ヴ
ィ
ス
丈
登
っ
て
、
ち
と

早
く
切
り
あ
げ
て
ス
ウ
ィ
ス
に
入
る

つ
も
り
、
君
も
ス
ウ
ィ
ス
に
来
る
ん
だ
よ
。

１
０
５
８

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
二
〇
日

（F
o
rt W
illiam

発
）
★

六
月
二
十
日

ノ
ル
ウ
ェ
イ
行
の
船
は
本
月
三
十
日
ニ
ウ
カ
ッ
ス
ル
発
、

次
は
来
月
七
日
で
ス
ウ
ィ
ス
行
に
間
に
合
は
ず
候

為
め
少
し
切
り
つ
め
、
カ
ナ
ー
ル
を
通
り
て
当
地

着
、
運
河
は
ゴ
ー
ス
の
花
盛
り
山
吹
よ
り
美
し
く

候
、
本
日
は
雨
、
思
い
切
っ
て
ベ
ン
ネ
ヴ
ィ
ス
に

登
山
、
頂
上
は
暴
風
雨
に
て
閉
口
、
例
の
小
屋

に
逃
げ
込
み
候
、
午
後
一
時
半
、
飛
び
出
し
て

湖
水
の
所
に
下
り
て
一
息
、
風
も
や
ゝ
静
ま
り
し

ま
ゝ
す
ぐ
上
の
丘
を
こ
し
て
グ
レ
ン
ネ
ヴ
ィ
ス
に
下
り

候崖
で
上
り
て
時
に
は
ら
〱
い
た
し
候
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
の

山
は
暴
風
雨
に
登
る
と
気
持
ち
よ
く
候
、

１
０
５
９

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
二
二
日

（C
rian
larich

発
）
★

僕
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
山
に
は
余
り

感
心
し
な
い
が
山
ふ
と
こ
ろ
と

云
う
や
う
な
村
や
、
カ
ラ
マ
ツ
の

し
げ
っ
た
グ
レ
ン
は

た
ま
ら
な
く

な
つ
か
し
い
、
こ
と
に
夕
方
、
日
が

沈
ん
で
か
ら
の
静
か
な
気
分
は

と
て
も
忘
れ
る
事
は
出
来
な
い
、

山
登
り
を
断
念
し
て
静
か
に

景
色
を
見
初
め
て
か
ら
、
漸
や
く

ハ
イ
ラ
ン
ド
の
有
難
味
が
分
っ
て
来
た
、

１
０
６
０

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
二
二
日

（
ク
ラ
イ
ア
ン
リ
ッ
ヒ
発
）

六
月
二
十
二
日
□
□
イ
ア
ン
ラ
リ
ッ
ヒ
停
車
場
よ
り

小
雨
の
間
に
の
り
か
へ
、
次
の
発
車
は
午
後
の

二
時
三
十
分
、
ま
だ
一
時
間
も
間
が
あ
る
、

明
日
は
一
日
キ
リ
ン
の
附
近
を
見
て
一
度

グ
ラ
ス
ゴ
ウ
に
出
て
、
改
め
て
ロ
ッ
ホ
ロ
ー
モ
ン
ト

か
ら
ト
ロ
サ
ッ
ク
ス
を
逆
に
歩
く
、
実
は

ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
行
き
の
船
の
切
符

を
買
ふ
為
め
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
に
出
る
ん
で
す

１
０
６
１

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
二
三
日

（B
rid
g
e o
f L
o
ch
a
y
 H
o
tel

発
）

Bridge of Lochay H
otel

よ
り
、

申
し
上
げ
ま
す
、

昨
朝Fort W

illiam

発

時
間
も
充

分
あ
っ
た
か
らBalquhidder

ま
で

来
て
、
荷
を
の
こ
し
た
ま
ゝLoch Voil 

に
行
っ
て
来
た
、
静
か
な
湖
水
だ
ね

Rob Roy

の
御
墓
が
あ
る
教
会
に

シ
カ
モ
ア
の
大
き
な
の
が
二
本
あ
っ
た
、

二
十
三
日

梓

１
０
６
２

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
二
五
日

★

二
、

五
色
ヶ
原
、
薬
師
の
太
郎
兵
衛
平
、

雲
の
平
、
こ
れ
等
は
全
く
、
同
一
の

成
因
と
思
は
れ
初
め
た
、
い
づ
れ

も
う
一
度
、
飛
騨
山
脈
に
入
っ
た
上
、

梅
沢
先
生
と
大
い
に
議
論
す
る

つ
も
り
だ
。

時
に
白
峰
、
荒
川
、
仙
丈
、
赤
石
、
な
ど

の
岩
質
は
さ
っ
ぱ
り
知
ら
な
い
ん
だ
よ
、

然
し
赤
石
は
秩
父
古
生
層
の
上
部

に
属
し
て
は
ゐ
ま
い
か
と
思
ふ
、
何
し
ろ

一
度
も
行
っ
た
事
が
無
い
ん
で
梅
沢

み
た
い
に
申
し
の
べ
る
事
が
出
来
な
い

の
は
残
念
、

詳
し
い
事
が
必
要
な
ら
ば
髙
野
君
に
問
ひ

合
せ
て
、
地
質
調
査
所
の
中
村
新
太
郎
君

に
聞
い
て
も
ら
っ
た
ら
、
一
番
確
か
だ
と
思
ふ
、

氏
は
赤
石
専
門
の
研
究
家
で
、
あ
の
辺
を

大
分
調
査
し
た
事
が
あ
る
か
ら
、

三
、

こ
ゝ
の
ホ
テ
ル
は
成
程
い
ゝ
宿
だ
。
す
っ
か
り

気
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
、

今
月
三
十
日
出
帆
の
船
で
ス
カ
ン
デ
ィ

ナ
ヴ
ィ
ア
に
ゆ
く
、
二
十
九
日
の
夕
方
ま
で

に
、
ニ
ウ
カ
ッ
ス
ル
に
ゆ
く
つ
も
り
、
そ
れ
ま

で
此
の
辺
を
う
ろ
つ
く
、

然
し
何
し
ろ
日
中
は
暑
く
て
〱

た
ま
ら
な
い
か
ら
山
の
ぼ
り
は
考
へ

も
の
だ
、
坊
主
山
で
蔭
が
無
い
か
ら

た
ま
ら
な
い
や
ね
、
そ
し
て
登
っ
た

所
で
た
か
ヾ
・
・
・
・
・
い
や
〱
決
し
て
、
悪
る

口
は
申
し
ま
せ
ん
申
し
ま
せ
ん
、



ハ
イ
ラ
ン
ド
は
夕
方
、
殊
に
今
は
、
黄
昏
の

時
間
が
永
い
ん
で
、
そ
の
頃
が
何
と
も
云
は

れ
な
い
感
じ
が
す
る
、
そ
し
て
、
殊
に
村
は
づ

れ
が
一
番
な
つ
か
し
く
て
い
ゝ
、

い
づ
れ
明
日
、

久
吉
様

梓

１
０
６
３

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
二
六
日

（A
u
caster A

rm
s H
o
tel(C

a
llan
d
er)

発
）

（1

）
六
月
二
十
六
日

少
々
寝
坊
い
た
し
候
ま
ヽ
午
前
十
時
出

発
、
ペ
ン
レ
デ
ィ
に
ま
ゐ
り
候

小
さ
き
ス
ー
ツ
ケ
イ
ス
に
て
ネ
イ
ル
ド
ブ
ー
ツ

入
ら
ず
候
ひ
し
ま
ゝ
。
並
の
靴
に
て
下
山

に
は
、
少
し
す
べ
り
て
閉
口
、

帰
り
途
は
い
ヽ
加
減
に
東
に
下
り

滝
の
や
う
な
山
あ
い
を
眞
直
ぐ
に
グ
レ
ン

レ
ニ
に
向
い
候
、

（2

）
ベ
ン
レ
デ
ィ
に
て
は
風
の
為
め

余
り
暑
つ
か
ら
ず
大
い
に

楽
に
存
ぜ
ら
れ
候

矢
は
り
ネ
イ
ル
ド
ブ
ー
ツ
の
方
は
る

か
に
歩
き
よ
く
、
救
世
軍
大
会

な
ら
ず
と
も

無
く
て
は
な
ら
ぬ

も
の
と
考
へ
ら
れ
候

梓

１
０
６
４

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
二
七
日

（R
o
w
ard
en
n
an
 H
o
tel

発
）

二
十
七
日
夕
方
、

窓
か
ら
ベ
ン
ロ
ー
モ
ン
ド
と
湖
水

と
が
見
え
る
、

夕
方
に
な
っ
て
も
充
分
に
風

は
静
ま
ら
な
い
で
西
の
方

の
雲
が
早
く
動
く
の
が

面
白
い
、

入
浴
は
此
の
頃
は
一
日
置
に

す
る

ベ
ン
レ
デ
ィ
で
日
に
照
り

つ
け
ら
れ
て
顔
が
び
り
〱
す
る
、
梓

１
０
６
５

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
二
七
日

（R
o
w
ard
en
n
an
 H
o
tel

発
）

六
月
二
十
七
日

九
時
二
十
分
の
馬
車
で
カ
ー
ラ
ン
ダ
ー

発
、
風
が
あ
っ
て
中
々
寒
む
い
、

ベ
ン
、
ネ
ビ
ュ
ー
は
い
ゝ
山
の
様
だ

ね
、
ト
ロ
サ
ッ
ク
ス
の
ホ
テ
ル
の
近
所
の

森
林
は
大
い
に
気
に
入
っ
た
、

イ
ン
ヴ
ァ
ス
ネ
ッ
ド
で
昼
食
、
午
後

三
時
頃
当
地
着
、
早
速
、
例
の

湖
に
行
っ
た
所
、
風
が
ま
だ
充
分

や
ま
な
い
の
で
レ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

駄
目
だ
っ
た
、

１
０
６
６

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
三
〇
日

（N
ew
ca
stle

発
）

小
生
来
月
二
日H

ull

発

Trsndhjem

に
向
ふ
事
に

い
た
し
本
日
こ
れ
か
ら

H
ull

は
出
か
け
る
処

に
候

い
づ
れ
ノ
ル
ウ
ェ
イ

よ
り
御
た
よ
り
申
し
あ
ぐ
べ

く
候

梓

１
０
６
７

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
七
月
二
五
日

（
ベ
ル
ネ
ル
ホ
ー
フ
発
）

七
月
二
十
四
日
ベ
ル
ン
よ
り
再
び
イ
ン
テ
□
□
ケ
ン

着
、
両
山
岳
は
冬
の
通
り
眞
白
ろ
に

屹
え
て
ゐ
る
、

今
日
も
晴
れ
、
明
日
の
午
前
に
近
藤
君
が

来
る
筈
だ
、
二
十
七
日
あ
た
り
か
ら
そ
ろ
〱

山
ふ
と
こ
ろ
に
入
り
込
む
つ
も
り

七
月
二
十
五
日

ベ
ル
ネ
ル
ホ
ー
フ
に
て梓

１
０
６
８

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
七
月
二
九
日

（G
rin
d
elw
a
ld

発
）
★

七
月
二
十
九
日
午
後
五
時

申
し
上
げ
ま
す
、

G
ross Schrechorn 

に
登
る
つ
も
り
で

雨
に
逢
っ
て
滞
在
、
古
典
の
研
究
に

余
念
な
し
、
大
部
分
は
君
に
関
す
る

も
の
と
知
る
べ
し
、
大
部
新
し
い
雪

が
降
っ
た
、
明
日
行
くStrahlegg

の

小
屋
の
近
所
で
は
一
尺
余
積
っ
た

と
聞
い
た
、
こ
ゝ
も
中
に
寒
む
く
て
ふ
る

へ
る
よ
、

梓



ロ
ン
ド
ン
で
つ
い
御
住
所
を
忘
て

し
ま
つ
た
の
で
御
無
沙
汰
い
た
し

す
み
ま
せ
ん
で
し
た
、
廿
六
四
に

イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
着
、
八
月
中
ス
イ
ス

ニ
お
り
九
月
一
日
両
人
共
ロ
ン
ド
ン

ニ
皈
り
ま
す
、

茂

１
０
６
９

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
三
月
九
日

（
小
田
原
発
）

髙
野
は
加
賀
の
結
婚
式
で

大
阪
に
行
っ
た
僕
も
屢
々
動

員
令
が
来
た
が
失
敬
す
る

こ
と
に
し
た
、
土
曜
日
に
は

い
つ
で
も
い
ゝ
が
成
る
べ
く
御

茶
の
前
か
ら
来
た
ま
へ
、
東
京

発
車
は
一
時
十
分
だ
と
小
田

原
に
三
時
五
十
分
に
着
く

若
し
返
事
が
無
け
れ
ば
そ
れ

で
来
る
と
認
め
て
小
田
原
の

電
車
会
社
前
ま
で
迎
へ
に

ゆ
く

も
し
時
間
が

異
な
っ
た
ら
電
報
で
も

電
話
で
ヾ
も
知
ら
せ
て
く
れ
給
へ

１
０
７
０

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
四
月
三
日

（
小
田
原
発
）

M
any thanks for your cds, 

W
e are so glad to hear you 

are com
ing to us on 7! 

 H
oping you are enjoying our 

nice spring w
eather is this 

country!  yrs Isuke. 

１
０
７
１

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
九
月
二
日

（
小
田
原
発
）

種
子
を
あ
り
が
た
う

何
し
ろ
こ
の
ご
ろ
は

暑
い
ん
で
身
体
の

置
き
ど
こ
ろ
に
困
つ

て
ゐ
る

冷
蔵
室

で
も
作
ら
な
け
れ
ば

と
て
も
持
つ
ま
い

京
都
へ
行
く
時
に
は

是
非
御
立
ち
よ
り
を

乞
ふ

急
が
し
い
ん
で

取
り
あ
へ
ず
御
礼
ま
で

１
０
７
２

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
九
月
四
日

（
小
田
原
発
）

W
e m

issed you so m
uch 

Since you left here,please 
com

e dow
n to us again . on 

your w
ay to otsn and stay 

one night to left us know
 

how
 you enjoyed your travel. 

１
０
７
３

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
四
月
二
六
日

（
小
田
原
発
）
★

久
し
ぶ
り
で
う
れ
し
か
っ
た
よ

君
に
逢
ふ
と
ロ
ン
ド
ン
の

呑
気
な
生
活
が
思
い
だ

さ
れ
て
何
よ
り
も
愉
快
だ

近
い
う
ち
に
遊
び
に
来

て
く
れ
給
へ
大
い
に
ま
た

し
や
べ
る
か
ら

プ
リ
ム
ラ
、
と
セ
リ
バ
ワ
ウ
レ
ン

と
そ
れ
か
ら
何
か
山
草
の

芽
生
え
が
あ
っ
た
ら
竹

筒
の
中
に
で
も
入
れ
て
送

っ
て
く
れ
給
へ
又
一
寸
出
ら
れ

な
い
か
ら

１
０
７
９

（
時
期
不
明
）

非
常
に
愉
快
だ
っ
た
、
五
日
（
土
曜
）
の

夜
は
是
非
上
智
大
学
で
御
目
に
か
ゝ
り

た
い
も
の
で
す

麹
町
九
丁
目
停
留
所
か
ら

直
だ
そ
う
で
す
か
ら
午
後
七
時
ま
で
に

御
い
で
な
さ
い
ま
せ
ん
か
一
昨
日
に
御
渡
し
し
ま
し

た
フ
ィ
ル
ム
は
い
づ
れ
もSahara

の

オ
ア
シ
ス
のBiskra

で
撮
影
し
た

も
の
で
す

グ
レ
ー
ト
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
ス
ト
リ
ト
の

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
幻
燈
講
演
会

が
あ
り
ま
す
か
ら
御
都
合
し
て
御
い
で

な
さ
い
ま
せ
ん
か

御
暇
な
ら
ば
な
ら
ば
少
し
早
め

に
御
さ
そ
ひ
下
さ
い

さ
い
な
ら



１
０
７
４

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
一
二
月
一
六
日

（
小
田
原
発
）
★

又
、
身
体
で
も
悪
い
ん
で
は
な
い
か
い

そ
れ
と
も
呑
気
な
旅
行

か
ね
、
来
月
髙
野
兄
の
新
年
会
に
は
君
が
出
席
す
る
の
な
ら

僕
も
行
く

さ
も
な
け
れ
ば
や
め
に
す
る
つ
も
り

ア
ー
ク
ラ
ン
プ
で
発
芽
促
進
を
や
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
比
較
し
た
が
十
二
月
三
日

か
ら
始
め
て
十
三
日
に Arenaria balearica,Silene m

eritina, 
Saponaria ocym

oides
の
三
種
は
発
芽
し
た

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

無
論
ま
だ
だ
め
、
温
度
は
最
高
十
五
度
、
最
低
五
度

今
日
か
ら
別
の
方
法
を
や
っ
て
見
る
つ
も
り

何
か
参
考
に
な
る
こ
と

を
教
へ
て
く
れ
給
へ

左
様
な
ら

小
田
原辻

村
生

１
０
７
５

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
一
五
日
（
小
田
原
発
）

★

武
田
兄

御
葉
書
を
頂
い
た
晩
那
須
皓
君
が
や
っ
て
来
て

そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
別
後
の
話
や
ら
何
や
ら
で
つ
い
〱

御
返
事
を
書
き
そ
こ
な
っ
て
、
申
し
わ
け
が
無
い
と
は

思
ひ
な
が
ら
失
礼
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た

髙
山
植
物
御
改
訂
の
由

僕
の
希
望
と
し
て
は
若
し

（
別
冊
と
し
て
御
附
録
に
な
る
の
で
な
け
れ
ば
同
時
に
）

索
引
便
覧
が
加
は
れ
ば
我
々
に
、
与
へ
ら
れ
る
利
便
は

非
常
な
も
の
だ
と
云
ふ
事
を
御
承
知
を
願
ひ
ま
す
、

体
裁
は
初
版
よ
り
は
二
版
の
方
が
遥
か
に
ま
さ
っ
て
ゐ

ま
す

け
れ
ど
更
に
よ
り
地
味
な
（
余
り
コ
リ
．
．
過
ぎ
な
い
）

体
裁
が
い
ヽ
と
僕
に
は
感
ぜ
ら
れ
ま
す

内
容
に
つ
い
て
僕
に
解
し
兼
ね
る
と
こ
ろ
を
申
し
あ
げ
れ
ば
、
石
灰
の
好
悪
に

関
し
、
従
来
考
へ
ら
れ
た
る
如
く
に
は
っ
き
り
し
た
限
界
は
認
め
ら
れ
な
い
や
う

に
思
ひ
ま
す
、
殊
に
、
石
灰
を
嫌
ふ
植
物
は
石
英
を
好
む

．
．
．
．
．
と
云
ふ

事
だ
け
は
確
か
に
誤
り
で
は
な
い
か
と
信
じ
ま
す
、
又
、
次
に
日
本
の
花
崗

岩
と
欧
米
産
のG

ranite

と
を
同
一
と
し
て
取
り
あ
つ
か
ふ
の
は
無
理
で
は
な
い
か

廣
い
分
類
か
ら
云
へ
ば
同
様
の
岩
石
で
は
あ
る
が
両
者
の
性
質
が
同
一
で
は

無
い
の
で
従
っ
て
性
分
の
上
に
も
何
か
植
生
を
支
配
す
る
差
異
が
あ
り

は
し
ま
い
か
と
云
ふ
疑
問
も
生
じ
ま
す
、
不
幸
に
し
て
日
本
の
こ
れ
等
山
岳
の
岩
石
、
土
壌
等
の

分
折
表
が
無
い
の
で
分
り
ま
せ
ん
が
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
そ
れ
〲
の

産
地
の
岩
石
及
び
そ
の
分
解
物
を
分
折
し
て
石
灰
、
苦
土
、
の
含
量
を

知
れ
ば
何
等
か
の
コ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
得
ら
れ
る
事
と
思
い
ま
す

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の

産
地
に
関
し
て
も
□
分
で
例
外
が
あ
り
ま
す
が
そ
れ
も
岩
石
の
名
前
に

強
い
ら
れ
て
成
分
の
研
究
を
観
て
な
か
っ
た
結
果
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か

御
申
し
こ
し
の
書
物
はSehroeter: D

as Leben der G
rpenplangen

と

思
い
ま
す
そ
れ
か
ら
永
々
拝
借
し
たD

alla tarre

の
書
物
も
同
時
に
御
送
付
い
た
し

ま
せ
う
、
た
ゞ
も
う
一
二
週
間
し
ま
せ
ん
と
荷
物
が
着
き
ま
せ
ん
の
で
こ
れ
等
を

湯
本
に
は
こ
び
終
る
ま
で
御
待
ち
願
い
度
う
存
じ
ま
す
（
但
し
大
兄
の
方
の
は
今
こ
ゝ
に
持
っ
て
来
て
居
り
ま
す
）

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
文
大
分
字
が
読
め
無
い
で
閉
口
、
も
う
少
し
で
終
り
ま
す

そ
れ
か
らLim

m
ean Society

の
報
文
は
市
売
品
と
し
て
あ
り
ま
せ
う
か

或
は
ど
こ
か
本
屋
で
年
毎
に
予
約
す
る
事
が
出
来
ま
せ
う
か

御
承
知
な
ら

御
教
示
を
願
ひ
ま
す

二
月
十
五
日
朝

左
様
な
ら

伊
助
拝



１
０
７
７

（
年
不
明
）
一
二
月
七
日

★

過
日
は
久
し
ぶ
り
非
常
に
愉
快
で
し
た

旅
行
中
は
元
気
も
よ
し
面
白
か
っ
た
事
と
羨
し
く
存
じ
ま
す

国
府
津
か
ら
の
御
葉
書
も
拝
見
し
ま
し
た
が

ロ
ー
ザ
が
先
日
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
今
も
髙
熱
の
為
め

床
に
つ
い
て
る
の
で

子
守
や
ら
看
護
や
ら
台
所
の
世
話
や
ら
要
す
る
に
独
り
者
に
は
説
明
し
て
も

一
寸
お
い
そ
れ
と
は
呑
み
込
め
な
い
苦
労
が
あ
る
の
で
つ
い
〱
御
返
事
も
あ
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
「
ハ
イ
ラ
ン

ド
」
は
近
い
中
に
御
送
り
し
ま
す
か
ら
御
正
し
下
さ
い

ケ
ア
ン
ゴ
ー
ム
な
ど
ヽ
書
い
て
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

先
日
か
ら
発
芽
の
促
進
に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
実
験
を
初
め
ま
し
た
が
何
か
新
し
い
方
法
は
あ
り

ま
す
ま
い
か
、
今
や
っ
て
る
の
は
浸
種
（
冷
水
及
び
温
水
）
、
稀
酸
浸
種
、
紫
外
線
の
影
響
等
で

い
づ
れ
結
果
が
良
否
い
づ
れ
に
せ
よ
表
れ
た
ら
第
一
に
御
報
告
申
し
て
御
批
評
、
御
教
示
を
願
ふ
つ
も

り
で
す
、
此
等
は
作
物
の
種
子
に
は
報
告
も
あ
り
ま
す
が
自
然
的
に
発
芽
の
遅
い
科
に

属
す
る
も
の
で
も
ど
れ
程
の
効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
か

又
園
藝
上
に
利
用
し
て
髙
山
植
物

播
種
繁
殖
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
何
と
か
面
白
い
結
果
が
出
れ
ば
い
ヽ
と

思
っ
て
ゐ
ま
す

次
に
君
の
「
髙
山
植
物P81

」
に
つ
い
て
伺
ひ
度
い
の
で
す
が
、P81

「
石
灰
質
を
好
む
種
類
は
石
英
質
を

避
け
る
か
又
は
甚
し
く
嫌
い
・
・
・
・
・
」
と
あ
り
ま
す
が

僕
の
見
た
コ
ル
ヴ
ォ
ン
の
書
い
た
記
事

に
は
彼
の
友
人Rosenstikl

の
実
験
方
法
が
明
記
し
て
な
い
為
め
甚
だ
不
明
瞭
な
の
で

そ
の
他
に
参
考
に
な
る
書
物
が
無
い
か
ら
何
か
そ
の
点
に
関
し
て
精
し
く
御
承
知
な
ら
ば

御
教
示
を
願
ひ
度
い
と
存
じ
ま
す
（
つ
い
で
な
が
ら
河
野
氏
の
書
い
た
、
「
コ
ル
ヴ
ォ
ン
が
そ
の
著．The．．
．

G

．arden

．
．
．
．
．
に
云
々
と
し
て
長
々
し
く
訳
し
て
あ
る
の
はW

.Robinson

のAlpisse flow
ers 

for gardens

か
ら
訳
し
た
も
の
で
、
即
ち
コ
ル
ヴ
ォ
ン
が
そ
れ
と
雑
誌
に
書
い
た
の
を
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
転
載

し
そ
れ
を
又
引
用
し
た
の
で
つ
ま
り
彦
引
き
に
当
る
や
う
で
す
」
）

ロ
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ィ
エ
ー
ル
の
実
験
も
ど
う
も
石
灰
の
有
無
だ
け
を
調
べ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か

即
ち
花
崗
岩
に
石
灰
分
を
加
へ
ず
に
実
験
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
コ
ル
ヴ
ォ
ン
自
身
がcalcicole 

及
びCalcifuge

と
し
て
あ
げ
た
の
は
確
か
に
そ
う
と
思
わ
れ
る

即
ち
、
一
つ
は
石
灰
岩
の

ロ
シ
ェ
ー
ド
ゥ
ネ
ー
で
一
方
は
花
崗
岩
の
ブ
ー
ル
サ
ン
ピ
ェ
ー
ル
で
栽
培
し
た
と
云
ふ
の
で
す
が

G
ranite-lover

と
し
て
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
甚
だ
妙
な
言
葉
で
や
は
り

lim
e-hater

又
はcalcifuge

と
し
た
方
が
い
ヽ
と
思
ひ
ま
す
、

石
灰
を
嫌
ふ
植
物
は
多
量
の
石
灰
あ
る
と
こ
ろ
で
生
育
し
得
な
い
の
は
明
で
す
、
又
石
灰
を

好
む
も
の
を
石
灰
の
少
い
と
こ
ろ
で
栽
培
し
て
も
う
ま
く
行
か
な
い
の
は
事
実
で
す

即
ちcalcicole,calcifuge

に
関
し
て
は
明
に
区
別
が
立
ち
ま
す
（
無
論
程
度
問
題

だ
が
）
然
し
そ
れ
を
反
対
に
石
灰
を
好
む
も
の
が
石
英
を
嫌
ふ
と
云
ふ
の
は
い
か
に
も

不
思
議
に
僕
に
は
考
へ
ら
れ
ま
す
、
日
本
産
植
物
中calcicole

の
も
の
が
石
英
貭

に
生
ず
る
の
は
仮
に
問
題
外
と
し
て
も
何
れ
の
土
壌
で
も
多
量
の
硅
酸
は
含
ま
れ
て

ゐ
る
の
で
最
も
少
い
場
合
で
も
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
ら
な
い
と
記
憶
し
ま
す
、
そ
し
て
も
し
砂
土

な
ら
ば
石
灰
貭
の
土
壌
で
も
か
な
り
多
量
の
硅
酸
を
含
ん
で
ゐ
る
の
は
事
実
で
す
、

た
と
ひ
程
度
問
題
に
せ
よ
、
硅
酸
を
嫌
ふ
な
ら
ば
そ
れ
等
の
植
物
は
恐
く
い
づ
れ
に
も
生

育
し
得
な
い
と
ま
で
考
へ
ら
れ
ま
す

無
論Calcicole,Calcifuge

の
両
方
共Ca,

及
びSi

は
絶
対
に
必
要
な
も
の
で

殊
にSi

は
水
耕
法
で
さ
へ
グ
ラ
ス
が
微
量
に
水
溶
性
な
の
で
そ
の
存
在
は
殆
ン
ど
い
か

な
る
場
合
に
も
生
ず
る
も
の
で
す
が
、
比
較
的
結
果
の
表
れ
易
い
鉢
栽
培
に
於
て
も

Calcicole

の
も
の
に
石
英
を
多
量
に
与
へ
て
も
適
量
の
石
灰
さ
へ
あ
れ
ば
充
分
に

生
育
す
る
や
う
で
す
、
僕
は
余
り
多
く
や
っ
て
ゐ
な
い
け
れ
ど
コ
ル
ヴ
ォ
ン
がCalcicole 

と
し
て
明
記
し
た
植
物
の
中
僕
の
試
み
た
も
の
で
もpapaver alpinum

,H
utchinsia alpinue, 

prim
ula auricula,Silene acaulis,S.alpestris,Aster alpinus, 

Astragalus m
onspess lanus,Leontopodium

 alpinum
,D

ianthus 
alpinus,Erinus alpinus,D

raba aizoides,G
ypsophila repens 

等
は
僕
の
経
験
に
よ
れ
ば
適
量
の
石
灰
を
混
ず
れ
ば
多
量
の
花
崗
岩
が
あ
っ
て
も

決
し
て
差
し
支
へ
無
い
の
で
す
、
即
ち
石
灰
を
好
む
植
物
は
石
灰
の
極
め
て
少
い
花



崗
岩
（
欧
州
の
）
を
避
け
る
か
又
は
甚
し
く
嫌
ふ
と
云
ふ
意
味
に
と
っ
て
差
し
支
へ
無
い
で

し
ょ
う
か
、
即
ちlim

e-lover,lim
e-hater

は
あ
る
がG

ranite-lover,

と
殊
にG

ranite-hater

と
云
ふ
言
葉
を
除

い
て
も
い
ゝ
と
思
ふ
の
で
す
、

ミ
ヤ
マ
ウ
ス
ユ
キ
サ
ク
ラ
等
の
例
で
も
、
日
本
の
花
崗
岩
に
は
石
灰
の
脉
も
あ
る
こ
と
が

あ
り
又Acussory m

ineral

の
角
閃
石
等
は
分
解
す
れ
ば
か
な
り
多
量
の
石
灰
を

生
じ
輝
石
も
同
様
、
玄
武
岩
に
於
て
は
十
一
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
石
灰
を
含
ん
だ
例
も
あ
っ
た
と

記
憶
し
て
ゐ
ま
す
、
即
ち
花
崗
岩
た
る
と
安
山
岩
た
る
と
を
問
は
ず
適
量
の
石

灰
が
表
土
又
は
深
土
、
岩
石
等
に
存
す
る
な
ら
ば

calcicola

が
此
等
の
地
に

産
し
て
も
決
し
て
植
物
個
体
の
性
質
が
異
ふ
の
で
は
無
い
即
ち
何
れ
の
土
壌
に
も
多
量

に
含
ま
れ
る
石
英
は
決
し
て
石
灰
の
や
う
に
植
物
に
よ
っ
て
好
悪
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は

な
い
と
思
ひ
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か

御
教
示
を
願
ひ
ま
す
、

そ
れ
か
ら
マ
イ
コ
ラ
イ
ザ
と
植
物
の
生
理
式
は
種
子
等
に
関
し
て
何
か
参
考
に
な
る
本
で
も
又
は

雑
誌
で
も
御
持
ち
で
し
た
ら
一
寸
拝
供
い
た
し
度
い
の
で
す
が

先
日
君
に
あ
げ
た
種
子
の
う
ち
僕
が
播
種
し
た
も
の
で
はG

eranium
 sanguireum

, 
Lychris alpine,Linoria alpine,Saponaria ocym

oides  

等
は
よ
く
発
芽
し
ま
し
た

Saxifraga cym
bolria von H

uetii

は
あ
げ
た
か
ど
う
か

忘
れ
た
が
非
常
に
不
成
績
で
し
た

Arenania bolesica
も
よ
く
発
芽
し
ま
し
た

こ
れ
は
た
っ
た
一
株
生
□
が
残
っ
て
る
か
ら
来
春
ま
で
に
発
芽
し
な
か
っ
た
ら
鉢
栽
培
の
を

繁
殖
し
て
差
し
上
げ
ま
せ
う
、
非
常
に
成
長
の
速
い
も
の
で
下
手
を
や
る
と
庭
中
一
杯
に
な
り

ま
す
よ
、
但
し
日
の
強
い
処
又
乾
燥
し
た
と
こ
ろ
は
禁
物
で
す
、

此
頃
の
多
忙
と
気
づ
か
ひ
で
レ
ウ
マ
チ
ス
も
つ
い
忘
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た

左
様
な
ら

十
二
月
七
日
夜
半

久
吉
兄

伊
助

御
許
に



高
野
鷹
蔵
宛
（
個
人
蔵
）

１

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日

★

御
手
紙
を
あ
り
が
た
う

そ
う
し
て
御
厚
意
を
深
く
感
謝
す
る
、

い
ろ
〱
御
心
配
を
か
け
て
何
と
も
相
す
み
ま
せ
ん

然
し
昨
今
は
ま
た
〱

工
合
が
い
ゝ
か
ら
安
心
し
て
く
れ
給
へ
、
病
気
で
は
な
い
ん
だ
よ

実
際

此
の
暑
気
に
あ
て
ら
れ
る
ん
で

僕
の
身
体
が
悪
い
ん
で
は
な
い

日
本
の

陽
気
が
悪
い
ん
だ
、
そ
れ
で

賢
明
な
る
ス
ウ
ィ
ス
の
医
者
は
僕
の

体
質
に
最
適
の
居
住
地
と
し
て
ミ
ュ
ル
レ
ン
と
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
を
挙
げ

て
呉
れ
た
、
然
し
、
僕
の
目
下
の
財
政
状
態
は
と
て
も
そ
ん
な
転
地

を
ゆ
る
さ
な
い
か
ら

あ
き
ら
め
て
ゐ
る
、
従
っ
て
医
者
に
か
ヽ
っ
て

相
談
す
る
様
な
気
分
に
は
な
れ
な
い
、
ま
づ
い
茶
を
飲
む
べ
く

僕
は
余
り
に
我
が
ま
ゝ
で
あ
り
、
気
楽
に
し
て
養
生
を
し
ろ
と
云
っ
て
も

こ
れ
以
上
に
養
生
の
仕
様
も
又
御
承
知
の
如
く
こ
れ
以
上
に
気
楽
に

致
し
方
も
な
い

近
い
う
ち
に
僕
の
様
子
を
直
接
御
覧
に
入
れ
る
か
ら

そ
れ
を
以
て
安
心
の
材
料
に
し
て
く
れ
給
へ
、
頸
部
の
グ
リ
〱
が

中
々
な
ほ
ら
な
い
で
困
る
が

そ
れ
は

煙
草
を
や
め
て
了
へ
ば
快
癒
す

る
と
思
ふ

若
し
い
よ
〱
と
な
っ
た
ら

や
め
る
け
れ
ど

そ
ん
な
に
苦
行
者

の
や
う
な
生
活
を
し
て
も
つ
ま
ら
な
い
か
ら

ま
あ
喫
っ
て
ゐ
る
。

只
、
風
邪
を
ひ
く
と
必
ず
気
管
炎
に
か
ゝ
る
の
は

小
供
の
時
か
ら
の
く
せ
で

そ
の
注
意
が
必
要
だ
が
、

こ
れ
は
ど
う
に
も
仕
や
う
が
な
い

ど
う
云
ふ
も
の
か
医
者
に
診
て
も
ら
ふ
の
と

占
者
に
見
て
も
ら
ふ
の
は

同
じ
や
う
に
き
ら
ひ
で
、
苦
し
く
な
れ
ば
神
頼
み
も
し
な
い
と
は
断
言

し
な
い
が

ま
あ

今
の
中
は
見
て
貰
ひ
度
く
な
い

強
情
で
は
な
い
、
ど

う
せ
御
承
知
の
僕
の
躰
骼
だ
、
い
ゝ
と
云
ふ
筈
は
な
い

然
し

本
当
に

苦
し
け
れ
ば
か
ヽ
る
よ
、

ど
う
せ
畳
の
上
で
死
ぬ
心
掛
け
は
し
な
い
か
ら

本
当
に
悪
く
な
れ
ば
動
け
る
う
ち
に
雪
の
山
へ
ゆ
く
、
然
し
未
だ

そ
ん
な
気
も
起
ら
な
い
か
ら
安
心
し
て
く
れ
給
へ
、

ロ
ー
ザ
も
弱
い
が

東
京
の
医
者
に
は

北
村
病
院
の
屋
尾
板
博
士
以
来
す
っ

か
り
信
用
を
落
し
て
ゐ
る
し
、
働
か
な
く
（
殊
に
ミ
シ
ン
と
洗
濯
が
悪
い
）
そ
し

て
食
慾
（
自
分
で
料
理
す
る
と
そ
の
臭
で
食
べ
る
気
が
な
く
な
る
の
で
）
さ
へ
出
る

や
う
に
す
れ
ば
い
ゝ
の
だ
が
、
こ
れ
も
目
下
の
状
態
で
は
絶
対
に
や
め
る
と

云
ふ
訳
に
も
行
か
な
い
、
い
よ
〱
困
れ
ば
僕
が
料
理
し
て
も
い
ゝ
が
今
の

所
は
そ
れ
程
で
も
な
い
、
時
々
痛
む
け
れ
ど
目
下
は
そ
ん
な
に
悪
く
は

な
い
。

転
地
は
い
ヽ
に
は
違
ひ
な
い
し
出
来
れ
ば
や
る
が

ど
う
も
そ
ん
な

余
猶
が
な
い
か
ら
仕
方
が
な
い
、
冬
は
随
分
寒
い
が
こ
れ
と
て
も
小
田

原
と
大
同
小
異
で

か
り
に
差
あ
り
と
す
る
も

二
三
度
の
差
だ
ら
う

そ
の
た
め
に
移
転
も
出
来
な
い
し

転
地
し
て
ス
ト
ウ
ヴ
の
な
い
宿
屋

に
で
も
入
れ
ば
尚
さ
ら
困
る
ば
か
り
だ
、

君
の
好
意
を
感
謝
す
る
僕
達
の
心
は
知
ら
れ
る
事
と
思
ふ
、
つ
ま
り

僕
達
が
年
を
と
る
と
共
に
抵
抗
力
が
な
く
な
っ
て
来
る
か
ら

今
ま
で
通
り

の
体
質
で
も
前
以
上
に
影
響
を
与
へ
る
の
で

こ
れ
は
ど
う
も
仕
方

が
な
い
。
い
づ
れ
御
目
に
か
ヽ
っ
て
御
話
し
し
や
う

そ
れ
に
此
間
う
ち
少

し
ふ
さ
ぎ
込
ん
だ
訳
も
あ
る
が
こ
れ
は
む
し
ろ
興
味
中
心
で
聞
い
て
頂
く

べ
き
事
で
決
し
て
心
配
な
事
で
は
な
い

フ
ェ
ッ
ト
確
に
拝
受
ど
う
も
あ
り
が
た
う
、
ヴ
ィ
タ
ー
ミ
ン
は
ロ
ー
ザ
は
昨
今

胃
の
注
意
が
必
要
な
の
で
や
め
て
る
、
僕
が
飲
ま
う
〱
と
思
ひ
な
か
ら

つ
い
忘
れ
て
未
だ
半
分
過
ぎ
の
こ
っ
て
る
、
今
日
か
ら
忘
れ
ず
に
飲
ま
う
。

奥
様
に
も
こ
ん
な
訳
だ
か
ら
よ
く
御
心
配
の
な
い
や
う
お
話
し
を
願
ふ

辻
村
は
相
変
ら
ず
仕
様
が
な
い
奴
だ
な
ん
て
云
っ
て
は
い
け
な
い
よ

伊
助
拝

鷹
蔵
兄


